
ハンズオン支援について

 様々な地域ニーズに応じるため、従来の説明会スタイルだけでなく、「ハンズオン支援」（専門家派遣等を通じ
た人的支援）を実施。

 柔軟なスタイルで支援を行うため、ハンズオン支援の具体的な方法は厳密に限定せず、各地域協議会からの
要望等に応じて実施することを想定。

 ハンズオン支援の例として、医療機関へ個別に専門家を派遣し、当該機関内における電波利用に関する課題
についてヒアリングを行うとともに、必要な改善策を提案することなどが考えられる。

例② 専門学校へ派遣 例③ 他イベントへ派遣

専門家チーム
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（技士）
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派遣先での支援分野（通信、
建築等）や支援内容に応じ
て専門家を派遣

病院や一般診療所の医療機関へ、個
別に専門家を派遣し、ヒアリングの
上必要な改善策を提案。

簡易なスペアナ等がある場合、それ
らを用いて実際に電波環境を測り、
測定ノウハウもレクチャー。

例① 医療機関へ派遣

臨床工学技士の育成を目指す専門学
校等の教育機関へ、個別に専門家を
派遣し、講義を実施。

テレメータ等の無線機器がある場合、
それらを用いて実際にどのように管
理すべきか実践的に学習支援。

医療機関での電波利用に関する学会
等のイベントへ、個別に専門家を派
遣し、講演を実施。

電波環境協議会が策定した手引きや
動画、eラーニング教材等を積極的
に活用。

専門家チームは、地域協議会
メンバーから選出又は総務省
の推薦によって構成




